
ド　
ル　
為　
替　
の　
変　
動　

二　
○　
○　
一　
年　
二　
月　
に　
起　
っ　
た　
経　
済　
危　
機　
以　

降　
、　
ト　
ル　
コ　
は　
、　
共　
和　
国　
史　
上　
稀　
な　
経　
済　
激　

動　
期　
を　
迎　
え　
た　
。　

変　
動　
相　
場　

ダ　
ル　
ガ　
ル　
・　
ク　
ル　

シ　
ス　
テ　
ム　
へ　
の　
移　
行　
に　
よ　
り　
、　

一　
般　
的　
に　
外　
貨　
（　
特　
に　
米　
ド　
ル　
）　
が　
経　
済　
の　

バ　
ロ　
メ　
ー　
タ　
ー　
と　
な　
っ　
た　
。　

国　
内　
で　
経　
済　
へ　
の　
見　
通　
し　
が　
失　
わ　
れ　
、　
政　

治　
家　
達　
が　
、　
経　
済　
政　
策　
実　
施　
に　
遅　
れ　
を　
と　
り　
、　

金　
融　
市　
場　
か　
ら　
の　
ロ　
ー　
ン　
が　
不　
成　
功　
に　
終　
わ　

る　
と　
、　
外　
貨　
レ　
ー　
ト　
は　
、　
八　
月　
に　
入　
り　
、　
一　

時　
一　
ド　
ル　
＝　
一　
六　
○　
万　
Ｔ　
Ｌ　
に　
ま　
で　
急　
騰　
し　

た　
。　
ま　
る　
で　
ト　
ル　
コ　
は　
、　
病　
魔　
に　
襲　
わ　
れ　
、　

高　
熱　
を　
上　
げ　
て　
苦　
し　
む　
子　
供　
の　
よ　
う　
な　
状　
態　

で　
あ　
る　
。　

新　
た　
に　
導　
入　
さ　
れ　
た　
変　
動　
相　
場　
制　

ダ　

ル　

ガ　

ル　

・　

ク　

ル　

に　
よ　
り　
、　

ト　
ル　
コ　
で　
は　
外　
貨　
為　
替　
レ　
ー　
ト　
が　
完　
全　
に　
自　

由　
化　
さ　
れ　
る　
こ　
と　
と　
な　
っ　
た　
。　
こ　
う　
し　
て　
、　

以　
前　
の　
よ　
う　
に　
中　
央　
銀　
行　
が　
あ　
ら　
か　
じ　
め　
設　

定　
し　
た　
レ　
ー　
ト　
に　
よ　
っ　
て　
外　
貨　
が　
売　
買　
さ　
れ　

る　
こ　
と　
も　
、　
中　
央　
銀　
行　
が　
シ　
ス　
テ　
ム　
に　
介　
入　

す　
る　
こ　
と　
も　
な　
く　
な　
っ　
た　
。　

中　
央　
銀　
行　
は　
、　
「　
経　
済　
に　
必　
要　
と　
さ　
れ　
る　

（　
輸　
入　
な　
ど　
の　
為　
の　
）　
外　
貨　
を　
市　
場　
に　
確　
保　
す　

る　
こ　
と　
の　
み　
を　
請　
け　
負　
い　
、　
そ　
の　
他　
、　
大　
幅　

な　
為　
替　
変　
動　
を　
阻　
止　
す　
る　
為　
の　
対　
策　
を　
と　
る　

機　
能　
を　
も　
つ　
機　
関　
」　
と　
発　
表　
さ　
れ　
た　
。　

し　
か　
し　
、　
こ　
の　
三　
ヶ　
月　
で　
三　
〜　
四　
回　
も　
外　

貨　
の　
需　
要　
が　
弱　
ま　
り　
、　
ト　
ル　
コ　
リ　
ラ　
に　
対　
す　

る　
信　
用　
度　
は　
極　
度　
に　
失　
わ　
れ　
た　
。　
こ　
れ　
に　
加　

え　
、　
為　
替　
レ　
ー　
ト　
の　
上　
昇　
か　
ら　
利　
益　
を　
得　
る　

高　
見　
の　
見　
物　
人　
達　
も　
手　
伝　
っ　
て　
、　
為　
替　
レ　
ー　

ト　
は　
、　
あ　
ら　
ゆ　
る　
対　
策　
（　
時　
に　
は　
無　
駄　
な　
も　

の　
ま　
で　
）　
が　
と　
ら　
れ　
た　
に　
も　
関　
わ　
ら　
ず　
上　
昇　

し　
続　
け　
、　
二　
月　
の　
デ　
バ　
リ　
ュ　
エ　
ー　
シ　
ョ　
ン　

（　
自　
国　
通　
貨　
の　
対　
外　
価　
値　
が　
下　
が　
る　
こ　
と　
）　
以　

前　
は　
六　
八　
万　
Ｔ　
Ｌ　
で　
あ　
っ　
た　
一　
ド　
ル　
の　
価　
値　

は　
、　
今　
や　
一　
四　
七　
万　
Ｔ　
Ｌ　
水　
準　
と　
な　
っ　
て　
し　

ま　
っ　
た　
。　

外　
貨　
の　
上　
昇　
は　
、　
国　
民　
生　
活　
の　
全　
て　
の　
こ　

と　
に　
影　
響　
を　
及　
ぼ　
す　
。　
そ　
の　
う　
ち　
、　
最　
も　
重　

大　
な　
こ　
と　
は　
、　「　
国　
民　
が　
貧　
困　
化　
す　
る　
こ　
と　
」　
。　

そ　
し　
て　
、　
外　
国　
人　
に　
と　
っ　
て　
は　
、　
「　
全　
て　
の　
価　

格　
が　
低　
下　
す　
る　
こ　
と　
」　
で　
あ　
る　
。　

ま　
た　
、　
為　
替　
レ　
ー　
ト　
の　
上　
昇　
が　
イ　
ン　
フ　
レ　

に　
影　
響　
す　
る　
為　
、　
「　
ト　
ル　
コ　
リ　
ラ　
で　
収　
入　
を　
得　

て　
い　
る　
人　
々　
の　
実　
質　
収　
入　
は　
低　
減　
す　
る　
こ　
と　
」　

も　
重　
大　
な　
問　
題　
で　
あ　
る　
。　

一　
方　
、　
市　
場　
経　
済　
の　
活　
発　
化　
に　
悪　
影　
響　
を　

及　
ぼ　
す　
と　
い　
う　
意　
味　
で　
も　
、　
外　
貨　
の　
上　
昇　
は　

深　
刻　
な　
問　
題　
要　
素　
で　
あ　
る　
。　

製　
品　
生　
産　
の　
為　
に　
、　
輸　
入　
原　
料　
を　
使　
用　
し　

て　
い　
る　
企　
業　
は　
、　
製　
品　
原　
価　
の　
計　
算　
に　
頭　
を　

痛　
め　
、　
今　
年　
前　
半　
、　
絶　
好　
の　
好　
機　
だ　
と　
期　
待　

さ　
れ　
て　
い　
た　
輸　
出　
業　
も　
、　
市　
場　
経　
済　
が　
流　
通　

し　
な　
い　
こ　
と　
か　
ら　
、　
品　
を　
さ　
ば　
く　
こ　
と　
が　
で　

き　
ず　
、　
大　
き　
な　
痛　
手　
を　
負　
っ　
て　
い　
る　
。　

今　
年　
前　
期　
三　
ヶ　
月　
で　
、　
ト　
ル　
コ　
経　
済　
は　

四　
・　
二　
％　
縮　
小　
し　
た　
が　
、　
そ　
の　
後　
の　
三　
ヶ　
月　

に　
お　
い　
て　
も　
、　
よ　
り　
急　
速　
に　
縮　
小　
さ　
れ　
た　
は　

ず　
で　
あ　
り　
、　
経　
済　
の　
活　
発　
化　
へ　
の　
兆　
し　
は　
未　

だ　
な　
い　
。　

特　
に　
、　
輸　
出　
を　
行　
っ　
て　
い　
な　
い　
業　
者　
は　
、　

ト　
ル　
コ　
国　
内　
需　
要　
の　
低　
減　
か　
ら　
、　
大　
き　
な　
損　

害　
を　
被　
っ　
て　
い　
る　
と　
言　
え　
る　
。　

経　
済　
改　
革　
と　
現　
状　

で　
は　
、　
経　
済　
担　
当　
大　
臣　
デ　
ル　
ヴ　
ィ　
ッ　
シ　
ュ　

を　
は　
じ　
め　
と　
す　
る　
新　
し　
い　
経　
済　
指　
導　
者　
達　
は　
、　

ど　
ん　
な　
改　
革　
を　
行　
っ　
た　
の　
で　
あ　
ろ　
う　
か　
。　
実　

際　
、　
彼　
ら　
の　
行　
っ　
た　
こ　
と　
は　
極　
め　
て　
重　
要　
で　
、　

革　
新　
的　
な　
意　
味　
を　
持　
っ　
て　
い　
る　
。　

・　
ま　
ず　
エ　
ム　
ラ　
ッ　
ク　
銀　
行　
と　
ズ　
ラ　
ア　
ッ　
ト　

（　
農　
業　
）　
銀　
行　
の　
二　
大　
国　
営　
銀　
行　
が　
合　
併　
さ　
れ　
、　

16
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ＣＮＢ-ｅ放送局調査員長：オウズ・ビュクテル (CNB-e  Araflt›rma Müdürü  O¤uz BÜKTEL) 訳／小沢佳子　

トルコ経済特別特集「ＩＭＦ政策とトルコ」

２００１年２月トルコを共和国史上最大の経済危機が襲った。瀕死のトルコ経済を救う為に

急遽アメリカから駆けつけたスーパードクター・ケマル・デルヴィッシュは、経済担当大臣に抜擢され

経済改革の先頭に立った。あれから半年。その後のトルコ経済の状態を

経済専門放送局ＣＮＢＣ-ｅの調査員長オウズ・ビュクテル氏に語ってもらった。

経 済

経済担当大臣ケマル・デルヴィッシュ
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蓄　
積　
し　
た　
赤　
字　
を　
埋　
め　
合　
わ　
せ　
る　
為　
に　
、　
金　

融　
市　
場　
か　
ら　
高　
金　
利　
で　
ロ　
ー　
ン　
を　
組　
む　
こ　
と　

を　
廃　
止　
す　
る　
目　
的　
で　
、　
こ　
の　
銀　
行　
の　
金　
融　
手　

形　
が　
売　
却　
さ　
れ　
、　
経　
常　
収　
支　
が　
一　
掃　
さ　
れ　
た　
。　

・　
新　
た　
に　
譲　
渡　
さ　
れ　
た　
銀　
行　
も　
加　
え　
、　
計　
一　

八　
銀　
行　
が　
政　
府　
の　
監　
視　
下　
に　
置　
か　
れ　
た　
。　
こ　

の　
う　
ち　
の　
一　
部　
は　
、　
合　
併　
、　
売　
却　
さ　
れ　
、　
他　

の　
一　
部　
は　
売　
却　
準　
備　
段　
階　
に　
あ　
る　
。　

・　
農　
業　
援　
助　
予　
算　
が　
、　
財　
政　
予　
算　
に　
組　
み　
込　

ま　
れ　
て　
、　
制　
限　
さ　
れ　
、　
こ　
れ　
が　
原　
因　
と　
な　
っ　

て　
国　
営　
銀　
行　
が　
損　
失　
を　
被　
ら　
な　
い　
為　
の　
法　
的　

対　
策　
が　
と　
ら　
れ　
た　
。　

・　
ト　
ル　
コ　
の　
経　
済　
改　
革　
の　
象　
徴　
と　
も　
さ　
れ　
る　

「　
ト　
ル　
コ　
・　
テ　
レ　
コ　
ム　
（　
通　
信　
会　
社　
）　」　（　
こ　
の　

国　
営　
企　
業　
の　
民　
営　
化　
が　
長　
年　
に　
わ　
た　
っ　
て　
問　

題　
と　
な　
っ　
て　
い　
た　
）　
に　
、　
政　
治　
と　
切　
り　
離　
さ　

れ　
た　
、　
新　
た　
な　
運　
営　
形　
式　
が　
適　
用　
さ　
れ　
る　
こ　

と　
と　
な　
っ　
た　
。　

外　
貨　
と　
ト　
ル　
コ　
リ　
ラ　
へ　
の　
信　
用　
度　
の　
低　
下　

は　
、　
政　
府　
が　
ロ　
ー　
ン　
を　
返　
済　
す　
る　
為　
に　
、　
金　

融　
市　
場　
か　
ら　
ロ　
ー　
ン　
を　
組　
む　
こ　
と　
を　
困　
難　
に　

さ　
せ　
た　
。　
し　
か　
し　
、　
大　
奮　
闘　
の　
結　
果　
、　
実　
現　

さ　
せ　
た　
ロ　
ー　
ン　
に　
よ　
り　
、　
短　
期　
・　
ト　
ル　
コ　
リ　

ラ　
単　
位　
の　
ロ　
ー　
ン　
手　
形　
は　
、　
二　
年　
以　
上　
の　
長　

期　
・　
外　
貨　
手　
形　
に　
変　
換　
さ　
せ　
ら　
れ　
た　
。　

誰　
も　
が　
良　
い　
方　
向　
に　
向　
か　
う　
で　
あ　
ろ　
う　
と　

期　
待　
す　
る　
中　
、　
一　
部　
の　
政　
治　
家　
に　
よ　
る　
経　
済　

計　
画　
へ　
の　
反　
対　
発　
言　
を　
理　
由　
に　
、　
国　
際　
通　
貨　

基　
金　
（　

）　

が　
約　
束　
し　
た　
ロ　
ー　
ン　
発　
給　
を　
凍　
結　
さ　
せ　
る　
と　
、　

突　
如　
と　
し　
て　
、　
三　
度　
目　
の　
経　
済　
危　
機　
へ　
突　
入　

か　
と　
、　
市　
場　
に　
混　
乱　
が　
引　
き　
起　
こ　
っ　
た　
。　

結　
果　
、　
一　
部　
の　
政　
治　
家　
を　
辞　
任　
へ　
導　
く　
引　

き　
金　
と　
も　
な　
っ　
た　
こ　
の　
市　
場　
経　
済　
の　
敏　
感　
な　

反　
応　
に　
よ　
っ　
て　
、　
Ｉ　
Ｍ　
Ｆ　
は　
援　
助　
を　
継　
続　
さ　

せ　
、　
ロ　
ー　
ン　
を　
発　
給　
す　
る　
に　
至　
っ　
た　
が　
、　
ト　

ル　
コ　
政　
府　
に　
対　
す　
る　
信　
用　
は　
、　
ま　
た　
一　
つ　
失　

わ　
れ　
た　
。　

こ　
の　
政　
府　
に　
対　
す　
る　
信　
用　
度　
の　
低　
下　
は　
、　

ま　
た　
し　
て　
も　
金　
融　
市　
場　
に　
、　
金　
利　
上　
昇　
を　
引　

き　
起　
こ　
し　
た　
。　

政　
府　
の　
前　
向　
き　
な　
イ　
ン　
フ　
レ　
予　
測　
率　
と　
は　

無　
関　
係　
に　
確　
定　
さ　
れ　
た　
金　
利　
が　
、　
実　
際　
の　
金　

融　
上　
ど　
の　
レ　
ベ　
ル　
に　
値　
す　
る　
の　
か　
を　
推　
定　
す　

る　
こ　
と　
は　
容　
易　
で　
は　
な　
か　
っ　
た　
。　

国　
民　
の　
「　
国　
内　
ロ　
ー　
ン　
決　
済　
が　
引　
き　
伸　
ば　

さ　
れ　
る　
か　
」　
と　
い　
う　
疑　
念　
を　
振　
り　
払　
う　
為　
に　
、　

大　
蔵　
省　
は　
、　
少　
な　
く　
と　
も　
二　
○　
○　
一　
年　
末　
ま　

で　
の　
経　
済　
の　
見　
通　
し　
を　
発　
表　
し　
、　
国　
民　
を　
何　

と　
か　
安　
心　
さ　
せ　
た　
。　

同　
時　
に　
大　
蔵　
省　
は　
、　
こ　
の　
機　
会　
を　
利　
用　
し　
、　

外　
貨　
単　
位　
の　
国　
債　
入　
札　
を　
成　
功　
さ　
せ　
た　
が　
、　

こ　
れ　
は　
国　
内　
の　
ド　
ル　
志　
向　
を　
煽　あ　

お　

る　
こ　
と　
に　
な　

り　
、　
自　
ら　
の　
首　
を　
し　
め　
る　
結　
果　
と　
な　
っ　
た　
。　

し　
か　
し　
、　
最　
終　
段　
階　
に　
な　
っ　
て　
、　
よ　
う　
や　

く　
大　
蔵　
省　
や　
中　
央　
銀　
行　
に　
お　
け　
る　
従　
来　
の　
シ　

ス　
テ　
ム　
の　
誤　
り　
が　
一　
掃　
さ　
れ　
た　
と　
い　
え　
る　
。　

外　
貨　
の　
激　
し　
い　
変　
動　
と　
上　
昇　
に　
よ　
り　
、　
輸　

入　
が　
急　
速　
に　
減　
少　
す　
る　
一　
方　
、　
輸　
出　
の　
増　
加　

は　
、　
国　
内　
の　
外　
貨　
バ　
ラ　
ン　
ス　
に　

流　
動　
処　
理　

重　
要　
な　
変　
化　
を　
も　
た　
ら　
し　
、　
良　
い　
方　
向　
へ　
の　

転　
換　
に　
一　
役　
か　
っ　
た　
。　

し　
か　
し　
、　
為　
替　
動　
向　
に　
お　
い　
て　
、　
外　
貨　
流　

出　
が　
な　
お　
も　
続　
い　
て　
い　
る　
こ　
と　
を　
表　
わ　
す　
数　

字　
は　
、　
国　
民　
の　
士　
気　
を　
低　
下　
さ　
せ　
る　
と　
共　
に　
、　

中　
央　
銀　
行　
の　
備　
蓄　
を　
減　
ら　
し　
、　
外　
貨　
対　
策　
の　

可　
能　
性　
に　
限　
界　
を　
も　
た　
ら　
し　
て　
い　
る　
。　

概　
し　
て　
、　
ト　
ル　
コ　
の　
経　
済　
現　
状　
は　
説　
明　
し　

た　
通　
り　
で　
あ　
る　
。　

要　
約　
す　
る　
と　
、　
「　
信　
用　
が　
足　
り　
な　
い　
こ　
と　
」　

を　
除　
い　
て　
は　
、　
実　
際　
の　
と　
こ　
ろ　
、　
非　
常　
に　
前　

向　
き　
な　
進　
展　
が　
あ　
る　
と　
い　
え　
る　
。　

し　
か　
し　
、　
金　
融　
市　
場　
に　
お　
い　
て　
は　
、　
特　
に　

肯　
定　
的　
な　
情　
報　
に　
対　
す　
る　
反　
応　
が　
、　
必　
ず　
し　

も　
良　
い　
も　
の　
で　
は　
な　
い　
と　
い　
う　
こ　
と　
も　
一　
つ　

の　
現　
実　
で　
あ　
る　
。　

今　
現　
在　
、　
我　
々　
の　
目　
の　
前　
に　
は　
、　
こ　
の　
先　

ど　
う　
な　
る　
こ　
と　
か　
と　
、　
注　
目　
さ　
れ　
て　
い　
る　
二　

○　
○　
二　
年　
度　
予　
算　
案　
と　
融　
資　
リ　
ス　
ト　
が　
あ　
る　
。　

こ　
の　
予　
算　
案　
発　
表　
が　
、　
金　
融　
市　
場　
を　
満　
足　
さ　

せ　
る　
も　
の　
で　
あ　
れ　
ば　
、　
市　
場　
は　
多　
少　
な　
り　
と　

も　
、　
順　
調　
な　
方　
向　
に　
向　
か　
う　
で　
あ　
ろ　
う　
。　

一　
方　
、　
年　
末　
に　
向　
か　
っ　
て　
は　
、　
日　
常　
議　
事　

録　
の　
最　
も　
重　
要　
な　
テ　
ー　
マ　
、　「　
二　
○　
○　
二　
年　
の　

イ　
ン　
フ　
レ　
率　
低　
下　
」　
に　
向　
け　
て　
実　
施　
が　
計　
画　

さ　
れ　
て　
い　
る　
、　
イ　
ン　
フ　
レ　
ー　
シ　
ョ　
ン　
克　
服　
シ　

ス　
テ　
ム　
政　
策　
が　
あ　
る　
。　

先　
進　
国　
で　
成　
功　
を　
収　
め　
た　
こ　
の　
シ　
ス　
テ　
ム　

に　
関　
し　
て　
は　
、　
ま　
た　
激　
し　
い　
議　
論　
が　
交　
わ　
さ　

れ　
る　
で　
あ　
ろ　
う　
。　
な　
ぜ　
な　
ら　
、　
こ　
の　
シ　
ス　
テ　

ム　
の　
最　
大　
の　
前　
提　
条　
件　
は　
「　
高　
率　
金　
利　
」　
で　

あ　
る　
か　
ら　
で　
あ　
る　
。　

二　
月　
以　
来　
、　
一　
連　
の　
こ　
の　
経　
済　
危　
機　
脱　
出　

過　
程　
で　
最　
も　
大　
き　
な　
損　
失　
を　
被　
っ　
た　
の　
は　
、　

株　
式　
市　
場　
で　
あ　
る　
。　
二　
月　
中　
旬　
に　
は　
一　
・　
六　

五　
セ　
ン　
ト　
で　
あ　
っ　
た　
イ　
ス　
タ　
ン　
ブ　
ル　
証　
券　
取　

引　
所　
（　

）　
の　
一　
○　
○　
株　
価　
総　
指　
数　
は　
、　
今　
や　

○　
・　
六　
五　
セ　
ン　
ト　
ま　
で　
後　
退　
し　
て　
い　
る　
。　

一　
方　
、　
企　
業　
の　
業　
績　
も　
悪　
影　
響　
を　
受　
け　
た　
。　

発　
表　
が　
ほ　
ぼ　
終　
了　
し　
た　
前　
期　
六　
ヶ　
月　
の　
経　
常　

収　
支　
は　
、　
経　
済　
危　
機　
と　
デ　
バ　
リ　
ュ　
エ　
ー　
シ　
ョ　

ン　
の　
悪　
影　
響　
を　
ま　
と　
も　
に　
受　
け　
て　
い　
る　
。　

こ　
れ　
に　
よ　
る　
と　
、　
昨　
年　
上　
半　
期　
の　
総　
利　
益　

が　
一　
七　
億　
五　
千　
万　
ド　
ル　
で　
あ　
っ　
た　
株　
式　
相　
場　

の　
会　
社　
は　
、　
今　
年　
の　
上　
半　
期　
で　
七　
億　
五　
千　
万　

ド　
ル　
の　
赤　
字　
と　
な　
っ　
た　
。　

こ　
の　
数　
字　
は　
、　
株　
式　
市　
場　
が　
置　
か　
れ　
て　
い　

る　
今　
日　
の　
経　
済　
状　
況　
を　
反　
映　
し　
て　
い　
る　
と　
言　

え　
る　
だ　
ろ　
う　
。　（　
二　
○　
○　
一　
年　
八　
月　
末　
現　
在　
）　
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